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〈
大
会
発
表
要
旨
〉

◆
伊
藤
美
重
子
　
敦
煌
資
料
に
み
る
唐
代
の

婚
礼
の
俗
習
に
つ
い
て
　
唐
代
の
民
間
で
の
婚

礼
の
俗
習
に
つ
い
て
、
敦
煌
写
本
「
下
女
夫
詞
」

お
よ
び
そ
れ
に
付
随
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
呪

願
新
郎
（
女
壻
）
文
」「
呪
願
新
婦
（
女
婦
）」

「
障
車
詞
」「
婚
礼
詩
」
お
よ
び
婚
礼
の
次
第
の

記
述
が
残
る
「
書
儀
」
を
資
料
と
し
て
、
そ
の

内
容
を
『
儀
礼
』『
大
唐
開
元
礼
』
の
記
述
や
『
世

説
新
語
』『
酉
陽
雑
俎
』『
封
氏
聞
見
記
』
で
の

記
載
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
当
時
の
婚
礼
の

俗
習
の
状
況
を
述
べ
た
。
ま
た
、
敦
煌
壁
画
に

残
る
婚
礼
に
関
す
る
画
像
資
料
を
紹
介
し
た
。

◆
橋
本
陽
介
　
物
語
に
お
け
る
時
間
と
話
法

と
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
つ
い
て
　
小
説
は
言

語
の
芸
術
で
あ
り
、
そ
の
研
究
は
広
く
人
間
言

語
の
研
究
の
一
環
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
に
お
い
て

は
言
語
学
の
研
究
と
文
学
の
研
究
は
分
断
さ
れ

て
い
る
。
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
登
場
以
降
、
日
本

文
学
で
も
テ
ク
ス
ト
分
析
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
言
語
学
の
成
果
を
参
照
に
し
て
い

る
も
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
言
語
の
分
析
を
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
言
語
学
を
参
照
に
す
れ
ば
、

よ
り
よ
い
分
析
が
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一
方
、
言
語
学
の
方
で
も
、
小
説
言
語
は
例
外

的
な
も
の
と
さ
れ
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
い
な

い
。
小
説
言
語
の
分
析
か
ら
、
逆
に
言
語
学
の

理
論
を
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
本
発

表
で
は
、
日
本
語
・
中
国
語
小
説
に
お
け
る
時

間
と
視
点
（
話
法
）
に
関
す
る
発
表
者
の
こ
れ

ま
で
の
研
究
を
概
観
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
い

か
に
日
本
語
・
中
国
語
の
テ
ク
ス
ト
が
構
成
さ

れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
今

後
明
ら
か
に
す
べ
き
問
題
を
予
告
し
た
。

〈
例
会
発
表
要
旨
〉 

◆
陳
暁
　
清
代
北
京
語
の
研
究
資
料
に
つ
い

て
　
清
朝
の
後
期
（
十
九
世
紀
）
に
な
る
と
、

北
京
の
社
会
に
は
様
々
な
変
化
が
起
こ
り
、
文

学
の
新
形
式
（
特
に
通
俗
文
学
、
芸
能
）
や
外

国
人
が
編
ん
だ
文
献
（
特
に
北
京
語
を
反
映
す

る
教
科
書
、
例
え
ば
日
本
明
治
時
代
の
中
国
語

教
科
書
お
よ
び
西
洋
人
が
編
纂
し
た
教
科
書

等
）
も
多
く
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
満

漢
対
訳
文
献
の
漢
語
部
分
も
北
京
語
を
反
映
す

る
資
料
と
な
る
。
本
発
表
は
そ
う
し
た
文
献
の

諸
テ
キ
ス
ト
及
び
二
十
世
紀
初
期
の
北
京
語
録

音
資
料
を
ま
と
め
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
清
朝

後
期
に
お
け
る
標
準
語
の
変
化
に
つ
い
て
も
述

べ
た
。
例
え
ば
、
満
洲
語
を
理
解
す
る
満
洲
族

や
旗
人
は
清
朝
後
期
か
ら
徐
々
に
少
な
く
な

り
、
使
用
言
語
は
北
京
語
に
変
わ
っ
た
。
ま
た

十
九
世
紀
四
十
年
代
頃
に
、
中
国
全
土
で
通
用

す
る
標
準
語
は
南
京
官
話
か
ら
北
京
語
に
変
わ

り
、
外
国
人
と
地
方
の
人
々
が
学
ぶ
べ
き
言
語

も
北
京
語
に
変
わ
っ
て
い
た
。
最
後
、
研
究
例

を
一
つ
取
り
上
げ
、
北
京
語
の
重
要
な
音
声
現

象
「
尖
音
団
音
の
統
合
」
を
論
じ
た
。
特
に
満

漢
対
訳
文
献
を
用
い
た
。
結
論
と
し
て
、
十
八

世
紀
前
半
、
北
京
語
の
尖
音
・
団
音
は
ま
だ
区

別
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

◆
新
沼
雅
代
　
東
南
ア
ジ
ア
華
人
と
〝
文

化
〞
　
東
南
ア
ジ
ア
華
人
は
、
独
自
の
文
化
を

求
め
る
け
れ
ど
も
、
結
局
は
多
く
が
中
国
由
来

で
あ
る
の
が
現
状
で
、
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い

る
。
こ
の
問
題
を
本
発
表
で
は
「
独
自
の
文
化

探
し
の
呪
縛
」
と
表
現
し
た
。
例
え
ば
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
、
経
済
発
展
を
達
成
し
、
文
化
や
芸

術
の
面
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
シ
フ
ト
し
た
が
、
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多
く
が
中
国
由
来
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
強
く
意

識
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
却
っ
て
国
民
に
「
独

自
の
文
化
探
し
」
の
圧
力
を
与
え
、
若
者
の
中

国
離
れ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
を
促
し
て
い
る
と

述
べ
た
。
ま
た
、
植
民
地
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
「
東
洋
外
国
人
」
と

い
う
括
り
が
、
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
華
人
の
メ

ン
タ
ル
の
根
幹
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
中
国
性

（C
hineseness

）」
は
、
東
南
ア
ジ
ア
華
人
と

中
国
の
間
の
重
要
な
絆
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

東
南
ア
ジ
ア
華
人
の
独
自
文
化
の
醸
成
を
制
限

し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
解

決
す
る
一
つ
の
方
向
性
が
、
東
南
ア
ジ
ア
華
人

に
よ
っ
て
自
身
の
「
超
越
性
」
が
自
覚
さ
れ
、

現
代
に
お
け
る
「
東
洋
外
国
人
」
と
し
て
再
覚

醒
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

◆
董
子
華
　
沈
約
の
「
郊
」
に
つ
い
て
　
中

国
古
典
文
学
に
お
い
て
、「
山
」
と
「
都
」
は
つ

ね
に
対
立
的
な
存
在
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い

る
。「
郊
」
は
「
都
」
の
外
の
空
間
で
あ
り
、「
山
」

と
「
都
」
と
も
異
な
る
空
間
で
あ
る
と
同
時
に
、

両
者
と
重
な
る
要
素
も
有
し
て
い
る
。
南
朝
に

至
る
と
、「
郊
」
は
か
な
り
開
発
さ
れ
、
次
第
に

皇
室
、
士
族
た
ち
が
居
住
し
た
り
、
遊
覧
し
た

り
す
る
場
所
に
な
っ
て
い
た
。
南
朝
の
代
表
的

な
文
学
者
の
一
人
で
あ
る
沈
約
に
は
「
郊
」
に

関
す
る
詩
文
が
い
く
つ
か
あ
る
。
特
に
彼
の
「
郊

居
賦
」
に
お
い
て
、
か
な
り
細
か
い
筆
致
で
建

康
東
郊
の
景
物
や
彼
の
郊
居
生
活
な
ど
を
描
写

し
、
沈
約
の
独
特
な
隠
逸
観
を
示
し
て
い
る
。

従
来
の
先
行
研
究
は
主
に
『
郊
居
賦
』
に
見
ら

れ
る
沈
約
の
隠
逸
観
に
注
目
し
、「
郊
」
自
体
に

対
す
る
考
察
は
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

本
発
表
で
は
、
沈
約
の
「
郊
居
」
を
描
く
詩
文

を
中
心
に
し
、「
郊
居
賦
」
に
述
べ
た
沈
氏
一
族

の
播
遷
と
沈
約
の
隠
逸
観
が
矛
盾
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
分
析
し
、
沈
約
に
と
っ
て
、「
郊
」

が
ど
の
よ
う
な
空
間
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

◆
白
蓮
杰
　
金
末
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
期
の
文
学

の
あ
り
方
に
つ
い
て
―
―
耶
律
楚
材
と
元
好
問

の
作
品
を
中
心
に
　
本
発
表
は
主
に
、
金
末
か

ら
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
期
を
生
き
た
二
人
の
文
人
、

耶
律
楚
材
と
元
好
問
の
文
学
作
品
の
あ
り
方
に

つ
い
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
王
朝
滅
亡

以
降
、
耶
律
楚
材
は
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
の
基
盤
固

め
に
尽
力
し
、
政
治
家
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
が
、
文
人
と
し
て
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ

て
い
な
い
。
一
方
、
元
好
問
は
モ
ン
ゴ
ル
王
朝

に
は
仕
官
し
な
か
っ
た
が
、
金
末
の
代
表
詩
人

と
し
て
後
世
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
本
研

究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
対
照
的
な
二
人
の
作
品

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
、
金
末
モ
ン
ゴ
ル

王
朝
期
に
お
け
る
文
学
の
あ
り
方
及
び
戦
乱
期

に
置
か
れ
た
文
人
た
ち
は
社
会
や
文
学
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
た
の
か
、
と
い

う
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

◆
鈴
木
直
子
　
戯
単
資
料
か
ら
み
る
天
津
の

遊
芸
場
　
日
本
に
お
け
る
戯
単
（
中
国
の
芝
居

番
付
）
資
料
の
紹
介
と
、
民
国
期
の
遊
芸
場
に

つ
い
て
、
天
津
や
北
京
、
上
海
三
都
市
で
の
形

成
や
発
展
を
調
査
し
報
告
し
た
。
研
究
の
動
機

は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
早
稲
田
大
学
「
演
劇

映
像
学
連
携
研
究
拠
点
」
で
の
公
募
研
究
「
中

華
民
国
期
の
伝
統
演
劇
資
料
か
ら
見
る
劇
場

と
劇
種
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
鈴

木
直
子
、
研
究
分
担
者
：
波
多
野
眞
矢
）
に
よ

る
。
日
本
の
戯
単
は
、「
京
劇
通
」
と
い
わ
れ

る
中
国
滞
在
経
験
者
や
漢
学
者
に
よ
っ
て
収
集

さ
れ
た
。
中
で
も
辻
聴
花
は
数
百
枚
を
所
蔵
し

て
い
た
が
、
遺
品
は
不
明
と
い
う
。
名
古
屋
大

学
図
書
館
に
は
青
木
正
児
文
庫
が
、
九
州
大
学
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図
書
館
に
は
濱
一
衛
文
庫
が
あ
り
、
特
に
濱
一

衛
文
庫
は
同
大
学
の
中
里
見
敬
氏
に
よ
り
近
年

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
慶
応
大
学
中

国
文
学
研
究
室
に
は
奥
野
信
太
郎
所
蔵
品
が
あ

る
が
、
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
る
。
演
劇
博
物
館

に
は
四
十
九
点
と
ポ
ス
タ
ー
一
点
が
あ
り
、
日

本
画
家
の
若
柳
柳
湖
氏
寄
贈
が
六
点
、
実
藤
恵

秀
氏
寄
贈
が
二
点
、
未
整
理
品
が
四
点
で
そ
の

他
は
新
規
購
入
品
で
あ
る
。
劇
場
は
北
京
、
上

海
、
大
連
、
青
島
、
天
津
と
い
っ
た
当
時
の
日

本
人
居
留
地
に
あ
り
、
特
に
天
津
が
多
く
、
遊

芸
場
の
戯
単
も
珍
し
い
。
上
海
で
は
、
租
界
の

存
在
に
よ
り
西
洋
文
化
を
受
容
し
、
私
的
な
庭

園
を
楽
し
む
園
林
文
化
か
ら
近
代
性
を
備
え
た

娯
楽
空
間
へ
と
変
貌
し
た
。
天
津
で
は
初
期
に

は
清
末
の
園
林
文
化
を
継
承
し
、
北
京
近
郊
の

た
め
遺
臣
や
高
官
の
社
交
場
の
役
割
も
兼
ね
て

い
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
一
九
二
〇
年
代
の
勧
業
場

の
天
華
景
戯
院
の
物
で
、
、
評
劇
が
天
津
で
人

気
の
劇
種
だ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
北

京
で
は
多
様
な
戯
曲
や
曲
芸
が
楽
し
め
、
各
劇

種
の
劇
場
が
多
数
存
在
し
た
た
め
、
遊
芸
場
は

さ
ほ
ど
発
展
の
余
地
が
無
か
っ
た
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
。

◆
永
江
貴
子
　〝
帮
〞
を
用
い
た
文
の
ポ
ラ

イ
ト
ネ
ス
性
に
つ
い
て
　
中
国
語
の
要
求
表
現

に
お
い
て
〝
帮
我
〞
が
依
頼
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス

マ
ー
カ
ー
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
、
従
来
の
研
究

で
述
べ
て
き
た
。
こ
の
〝
帮
〞
に
関
し
、
近
年
、

中
国
大
陸
に
お
い
て
以
前
は
受
益
者
を
導
く
語

と
し
て
〝
给
〞
の
使
用
が
見
ら
れ
た
文
で
、〝
给
〞

で
は
な
く
〝
帮
〞
を
用
い
る
例
が
観
察
さ
れ
て

い
る
。
更
に
、
店
員
に
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
す
る

際
に
〝
帮
我
做
杯
咖
啡
。〞
と
い
う
文
を
用
い

る
な
ど
、
更
な
る
文
法
化
が
進
ん
だ
例
も
見
ら

れ
る
。
本
発
表
に
お
い
て
、
こ
の
〝
帮
〞
を
用

い
る
こ
と
は
、
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
に
配
慮
し
た
表

現
に
な
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
こ
の
配

慮
表
現
に
お
い
て
〝
帮
〞
が
何
故
多
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
に
関
し
、〝
帮
〞
の
意
味
的

特
性
か
ら
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
し
た
。

◆
安
藤
好
恵
　
中
国
語
学
習
者
の
習
得
状
況

に
関
わ
る
要
因
の
探
索
　
同
程
度
の
学
習
環
境

に
あ
り
な
が
ら
習
得
状
況
に
差
が
見
ら
れ
る
要

因
の
一
つ
と
し
て
、
学
習
者
要
因
が
挙
げ
ら
れ

る
。
本
研
究
で
は
、
中
国
語
学
習
者
に
内
在
す

る
要
因
の
解
明
を
目
的
に
、
大
学
で
中
国
語
を

専
攻
す
る
一
年
生
を
対
象
と
し
、
入
学
時
の
英

語
ス
コ
ア
に
よ
る
ク
ラ
ス
、
学
習
へ
の
取
組
み

方
、
ビ
リ
ー
フ
を
取
り
上
げ
、
学
年
末
に
行
わ

れ
た
学
習
到
達
度
を
測
る
試
験
の
得
点
を
用
い

て
習
得
状
況
と
の
関
連
性
を
調
査
し
た
。
決
定

木
分
析
を
用
い
て
検
討
し
た
結
果
、
英
語
ス
コ

ア
に
よ
る
ク
ラ
ス
、
協
調
的
学
習
へ
の
積
極
的

態
度
な
ど
が
高
得
点
者
群
の
判
別
要
因
と
し
て

示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
中
低
得
点
者
群
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
項
目
と
試
験
得
点
に
つ

い
て
相
関
分
析
を
用
い
て
検
討
し
た
結
果
、
協

調
的
学
習
や
自
律
学
習
な
ど
を
重
視
す
る
学
習

態
度
が
習
得
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
傾
向
が

示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
も
と
に
、

有
効
な
学
習
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し

た
。

〈
修
士
論
文
要
旨
〉

◆
福
島
俊
子
　
老
舎
と
キ
リ
ス
ト
教
―
そ
の

受
容
と
作
品
へ
の
反
映
―
　
老
舎
が
ど
の
よ
う

に
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
、
そ
れ
が
ど
う
変
化

し
た
か
、
ま
た
社
会
主
義
体
制
下
で
も
キ
リ
ス

ト
教
と
の
繋
が
り
や
そ
の
精
神
性
を
持
ち
続
け

た
か
を
考
察
し
た
。
老
舎
は
大
病
を
患
っ
た
こ

と
を
契
機
に
、
人
の
役
に
立
つ
生
き
方
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
た
と
き
、
教
会
の
英
語
学
校
で
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宣
教
師
の
広
宝
林
に
出
会
い
影
響
を
受
け
た
。

入
信
後
行
っ
た
日
曜
学
校
の
改
善
提
案
や
教
会

の
中
国
化
運
動
の
内
容
か
ら
、
老
舎
は
キ
リ
ス

ト
教
の
教
義
へ
の
信
奉
を
基
に
、
キ
リ
ス
ト
教

に
よ
る
社
会
改
革
を
目
指
し
た
も
の
と
推
測
す

る
。
前
期
の
３
作
品
か
ら
は
、
社
会
改
革
に

傾
倒
す
る
も
そ
れ
を
疑
問
視
し
、
遂
に
断
念
に

至
る
ま
で
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
。
建
国
後
の

作
品
に
は
、
共
産
党
政
権
の
対
キ
リ
ス
ト
教
政

策
を
賛
美
す
る
内
容
や
、
不
良
信
徒
や
牧
師
、

帝
国
主
義
を
後
ろ
盾
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
へ

の
批
判
や
憎
悪
が
描
か
れ
、
時
代
に
よ
る
老
舎

と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
の
変
化
が
感
じ
ら
れ

る
。
一
方
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
喜
び
と
す

る
、
無
償
の
愛
を
体
現
す
る
人
物
が
全
作
品
に

登
場
し
、
老
舎
は
そ
れ
を
生
涯
大
切
に
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

◆
高
暢
　「
俗
」
へ
の
再
評
価
―
柳
永
の
艶

詞
を
め
ぐ
っ
て
　
本
稿
で
は
、
柳
永
の
艶
詞
の

「
俗
」
を
巡
り
、
再
評
価
を
行
う
。
柳
詞
に
は

お
お
む
ね
羇
旅
行
役
詞
と
艶
詞
と
い
う
二
種
類

が
あ
る
。
そ
し
て
、
雅
俗
へ
の
討
論
は
昔
か
ら

今
ま
で
常
に
論
述
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。
柳

詞
へ
の
評
価
も
否
定
と
肯
定
と
い
う
二
つ
の
意

見
に
分
か
れ
る
。
本
稿
は
艶
詞
の
俗
に
賛
成
す

る
が
、「
俗
」
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
？

そ
し
て
、「
俗
」
以
外
に
、
何
が
含
ま
れ
る
の

か
に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

日
本
で
は
艶
詞
の
俗
を
め
ぐ
る
研
究
は
あ
ま
り

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
十
分
と
言
え
る
。
中

国
で
は
柳
詞
は
全
体
か
ら
分
析
を
行
い
、
艶
詞

だ
け
を
研
究
の
対
象
と
す
る
の
は
少
な
い
。
本

稿
は
前
人
の
研
究
を
踏
ま
え
、
そ
し
て
、
今
ま

で
の
先
行
研
究
に
残
さ
れ
た
課
題
を
出
発
点
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
分
析
し
た
上
で
、「
俗
」

へ
の
再
評
価
を
行
う
。
本
稿
で
は
、
宇
野
氏
の

雅
の
説
と
余
氏
の
俗
の
説
を
参
考
と
し
、『
柳

永
詞
詳
註
及
集
評
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
ま

ず
、
柳
詞
の
全
体
を
考
察
し
て
か
ら
、
艶
詞
の

考
察
範
囲
を
定
め
て
い
る
。
次
に
、
艶
詞
を

テ
ー
マ
で
分
類
す
る
。
序
章
は
、
研
究
動
機
、

日
本
と
中
国
の
先
行
研
究
の
ま
と
め
及
び
、
研

究
内
容
と
方
法
を
紹
介
す
る
。
第
一
章
は
、
表

現
の
「
俗
」
を
中
心
に
、
口
語
の
多
用
と
典
故

と
「
俗
」
の
融
合
を
二
つ
に
分
け
て
論
述
す
る
。

ま
た
、
詞
に
生
活
に
使
わ
れ
る
口
語
を
入
れ
込

む
の
は
艶
詞
の
通
俗
性
を
強
化
さ
せ
る
。
俗
を

以
て
美
と
成
す
と
考
え
る
。
詞
の
典
故
の
運
用

は
詞
の
そ
の
も
の
を
雅
化
す
る
技
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
柳
詞
に
使
わ
れ
た
典
故
は
常
に
よ
く

知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
わ
か
り
や
す
い
も
の

で
あ
る
。
俗
を
以
て
雅
と
成
す
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
は
艶
詞
の
内
容
の
「
俗
」
を
中
心
に
、

テ
ー
マ
に
よ
り
、
艶
詞
を
三
つ
に
分
類
し
て
か

ら
、
詞
の
内
容
を
詳
し
く
分
析
す
る
。
艶
詞
は

大
体
閨
怨
詞
、
歌
妓
を
褒
め
る
詞
、
合
歓
詞
と

い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
ら
れ
る
。
閨
怨
詞

の
「
俗
」
は
直
接
に
自
分
の
考
え
を
言
い
出
す

こ
と
の
「
浅
」
で
あ
る
。
歌
妓
を
褒
め
る
詞
は

時
代
に
従
っ
て
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、「
世

俗
」
の
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。
合
歓
詞
は
露

骨
な
描
写
が
特
徴
で
、「
軽
薄
」
と
「
淫
」
の

面
に
「
俗
」
の
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
、
艶
詞

に
は
二
首
の
悼
亡
詞
が
あ
る
。
昔
は
悼
亡
詞
の

対
象
は
常
に
奥
さ
ん
で
あ
る
が
、
柳
永
が
他
の

詞
人
と
違
い
、
底
層
に
生
き
て
い
る
歌
妓
を
悼

む
こ
と
か
ら
彼
の
彼
女
た
ち
へ
の
同
情
心
と
い

う
気
持
ち
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

終
わ
り
に
、
本
研
究
の
結
論
を
簡
単
に
ま
と

め
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
い
る
。

◆
趙
美
子
　
曹
丕
と
曹
植
―
史
実
と
作
品
を

め
ぐ
っ
て
―
　
本
稿
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
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交
　
　
流

て
、
曹
丕
と
曹
植
に
関
す
る
若
干
の
史
実
を
再

検
討
し
た
上
で
、
さ
ら
に
曹
植
の
後
期
作
品
を

幾
つ
か
挙
げ
て
、
従
来
の
解
釈
の
見
直
し
を
試

み
た
。
第
一
章
で
は
、
文
学
の
や
り
取
り
と
後

嗣
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
建
安
年
間
に
お
け
る
曹

丕
と
曹
植
の
関
係
を
分
析
す
る
。
現
存
す
る
作

品
と
史
実
か
ら
見
れ
ば
、
建
安
年
間
の
曹
丕
と

曹
植
は
多
く
の
親
し
い
や
り
取
り
を
し
て
い
た

の
で
、
一
貫
し
て
仲
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
従
来
曹
丕
に
非
難
を
浴
び
せ
た

曹
植
の
仲
間
へ
の
誅
殺
や
、
曹
植
の
「
罪
」
へ

の
処
罰
と
封
国
の
転
封
な
ど
の
問
題
点
、
そ
し

て
こ
の
時
期
の
や
り
取
り
を
検
討
し
、
曹
丕
即

位
後
に
お
け
る
二
人
の
関
係
を
分
析
す
る
。
こ

の
時
期
、
確
か
に
曹
丕
と
曹
植
の
間
に
様
々
な

不
愉
快
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
相
手

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
第
三
章
で
は
、
黄
初
年
間
に
作
ら
れ

た
「
洛
神
賦
」「
聖
皇
篇
」「
文
帝
誄
」
三
つ
の

作
品
を
中
心
に
し
て
、
曹
植
作
品
に
お
け
る
曹

丕
へ
の
個
人
的
感
情
の
表
現
を
分
析
す
る
。
以

上
を
通
じ
て
、
曹
丕
と
曹
植
の
関
係
は
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
受
け
た
が
、
互
い
へ
の
愛
情
は
変

わ
ら
な
い
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。

◆
陳
珂
瑶
　
一
九
二
○
年
代
の
中
国
に
お
け

る
「
雨
」
の
散
文
観
と
人
生
観
―
周
作
人
『
雨

天
的
書
』
と
許
地
山
『
空
山
霊
雨
』
の
比
較
―

　
本
研
究
で
は
、
１
９
２
０
年
代
の
散
文
文

学
作
品
に
お
け
る
「
雨
」
を
研
究
対
象
と
し
、

散
文
文
学
の
大
家
で
あ
る
周
作
人
と
許
地
山

の
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
「
雨
」
と
題
し
た
散

文
作
品
集
『
雨
天
的
書
』
と
『
空
山
霊
雨
』
を

中
心
に
、
二
人
の
散
文
作
品
の
中
で
現
れ
た

「
雨
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
相
違
を
考
察
す
る
。
そ

し
て
、「
雨
」
に
対
す
る
見
方
の
相
違
か
ら
、

一
九
二
〇
年
代
の
周
作
人
と
許
地
山
の
散
文
観

と
人
生
観
に
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
。
論
文

の
構
成
と
し
て
は
、
第
一
章
で
は
、
主
に
こ
れ

ま
で
の
日
中
五
四
退
潮
期
研
究
を
紹
介
し
、
散

文
研
究
の
中
で
の
周
作
人
研
究
と
許
地
山
研

究
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
説
明
す
る
。
第

二
章
で
は
、『
雨
天
的
書
』
と
『
空
山
霊
雨
』

そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
に
な
る
過
程
と
内
容
に
つ
い

て
説
明
す
る
。
第
三
章
で
は
、
具
体
的
な
散
文

作
品
に
お
け
る
「
雨
」
を
め
ぐ
っ
て
、「
雨
」

の
イ
メ
ー
ジ
の
相
違
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
周

作
人
と
許
地
山
が
各
自
の
作
品
集
の
自
序
で
述

べ
た
「
雨
」
と
題
し
た
創
作
意
図
の
相
違
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
第
四
章
で
は
、
当
時
の
社
会

的
背
景
の
下
で
、
二
人
が
共
に
参
加
し
た
文
学

研
究
会
の
成
立
と
燕
京
大
学
新
文
学
の
教
示
と

い
う
文
学
活
動
に
対
す
る
態
度
や
、
一
九
二
〇

年
代
前
半
の
人
生
経
験
の
違
い
に
着
目
し
、
周

作
人
と
許
地
山
で
同
じ
時
代
背
景
に
お
け
る
散

文
風
格
の
違
い
が
生
じ
る
原
因
を
明
ら
か
に
す

る
。◆

林
芳
超
　
現
代
中
国
語
に
お
け
る
範
囲
副

詞
〝
只
〞、〝
光
〞、〝
僅
〞
に
関
す
る
考
察
　
本

稿
で
は
現
代
中
国
語
の
中
で
比
較
的
使
用
頻
度

の
高
い
範
囲
副
詞
〝
只
〞、〝
光
〞、〝
仅
〞
の
文

法
的
分
布
・
語
義
指
向
、
及
び
語
義
指
向
の
多

義
性
を
許
す
条
件
と
三
者
の
語
義
指
向
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
本
稿
第
二
章
で
は
動
詞
性
成

分
、
名
詞
性
成
分
、
形
容
詞
性
成
分
、
前
置
詞

成
分
を
修
飾
す
る
時
の
文
法
的
分
布
と
語
義
指

向
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、〝
只
〞
の

使
用
範
囲
が
一
番
広
く
、
次
に
〝
光
〞、
最
後

に
〝
仅
〞
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
比

較
に
よ
り
、
こ
の
三
つ
の
範
囲
副
詞
の
語
義
指

向
が
多
義
性
を
持
つ
可
能
性
は
範
囲
副
詞
自
身

の
使
用
範
囲
と
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
第
三
章
で
は
、〝
Ａ
　
範
囲
副
詞
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の
後
に
つ
く
項
が
２
つ
以
上
あ
る
、
Ｂ
‘
対

比
構
造
’
を
持
つ
文
型
に
置
か
れ
て
い
な
い
〞

の
二
点
が
〝
只
〞、〝
光
〞
が
語
義
指
向
の
多
義

性
を
許
す
条
件
だ
と
明
ら
か
に
し
た
。〝
仅
〞

は
数
量
詞
を
修
飾
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
た

め
、
語
義
指
向
に
多
義
性
が
生
じ
に
く
い
と
考

え
ら
れ
る
。
第
四
章
で
は
焦
点
と
焦
点
敏
感
演

算
子
の
概
念
を
導
入
し
、
動
目
構
造
を
修
飾
す

る
時
の
相
違
点
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
範

囲
副
詞
は
文
の
焦
点
の
位
置
の
移
動
に
伴
っ

て
、
指
向
対
象
も
変
わ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

〝
只
〞
は
使
用
範
囲
が
一
番
広
く
、
文
中
の
焦

点
に
な
り
う
る
も
の
が
多
い
た
め
、
語
義
指
向

の
多
義
性
を
持
つ
可
能
性
も
高
い
。
共
に
〝
た

だ
、
わ
ず
か
に
〞
の
意
味
を
表
す
が
、〝
仅
〞

は
数
量
の
少
な
さ
を
、〝
光
〞
は
動
作
や
受
動

者
の
範
囲
を
、〝
只
〞
は
数
量
も
動
作
や
受
動

者
の
範
囲
も
限
定
す
る
と
い
う
相
違
点
が
分

か
っ
た
。
使
用
範
囲
は
〝
只
〞
が
一
番
広
く
、

次
に
〝
光
〞、
最
後
に
〝
仅
〞
で
あ
る
。
ま
た
、

範
囲
副
詞
の
使
用
範
囲
が
異
な
る
た
め
、
文
中

の
焦
点
の
位
置
の
移
動
の
可
能
性
も
異
な
り
、

〝
只
〞
を
含
む
文
に
お
け
る
焦
点
の
位
置
の
変

動
の
可
能
性
は
〝
光
〞、〝
仅
〞
を
含
む
文
よ
り

高
い
た
め
、〝
只
〞
が
語
義
指
向
の
多
義
性
を

持
つ
可
能
性
は
〝
光
〞、〝
仅
〞
よ
り
高
い
こ
と

も
分
か
っ
た
。

〈
近
況
報
告
等
〉

◆
谷
口
真
由
実
　
松
原
朗
編
『
杜
甫
と
玄
宗

皇
帝
の
時
代
』
の
紹
介
　
松
原
朗
著
『
杜
甫
と

玄
宗
皇
帝
の
時
代
』
が
二
〇
一
八
年
六
月
十
五

日
に
勉
誠
出
版
よ
り
上
梓
さ
れ
た
。
二
◯
一
六

年
に
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』（
全
四
冊
）
が
講
談

社
学
術
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
、
杜
甫
の
研
究
は

急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
杜
甫
詩
の
誕
生
の

背
景
、
と
り
わ
け
玄
宗
皇
帝
時
代
に
光
を
当
て

た
研
究
が
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
書
籍
と
し
て

出
さ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
杜
甫
研
究
者
は
も

と
よ
り
、
杜
甫
の
詩
や
盛
唐
の
文
学
に
関
心
を

抱
く
方
々
な
ど
に
と
っ
て
も
待
望
の
書
で
あ
ろ

う
。
構
成
は
、
松
原
朗
氏
の
序
説
、
続
い
て
後

藤
秋
正
氏
の
総
説
「
杜
甫
と
そ
の
時
代
―
安
史

の
乱
を
中
心
と
し
て
―
」、
第
Ⅰ
部
「
杜
甫
が

生
ま
れ
た
洛
陽
の
都
」、
第
Ⅱ
部
「
玄
宗
の
時

代
を
飾
る
大
輪
の
名
花
＝
楊
貴
妃
」、
第
Ⅲ
部

「
唐
の
対
外
政
策
（
唐
の
国
際
性
）」、
第
Ⅳ
部

「
杜
甫
の
出
仕
と
官
歴
」、
第
Ⅴ
部
「
杜
甫
の
文

学
―
伝
統
と
革
新
」、
第
Ⅵ
部
「
杜
甫
の
交
友
」

か
ら
な
る
。
杜
甫
は
な
ぜ
「
戦
乱
の
克
明
な
記

録
者
と
な
っ
た
」（
松
原
氏
序
説
）
の
か
と
の

問
い
を
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
明
せ
ん
と

す
る
意
欲
的
な
書
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
Ⅴ
部

「
杜
甫
の
社
会
批
判
詩
と
諷
喩
詩
へ
の
道
」
に

拙
論
を
収
め
て
い
る
。
ご
批
正
を
賜
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

◆
矢
嶋
美
都
子
　『
唐
詩
の
系
譜
―
名
詩
の

本
歌
取
り
』(

研
文
出
版
社)

を
出
版
し
ま
し

た
　
本
書
は
、
唐
詩
が
六
朝
詩
を
淵
源
と
す
る

美
意
識
を
取
り
入
れ
、
洗
練
さ
れ
て
一
級
文

学
に
な
る
過
程
を
辿
っ
た
も
の
で
す
。
唐
代
に

は
、
科
挙
制
度
の
定
着
と
と
も
に
そ
の
試
験
科

目
の
詩
（
特
に
近
体
詩
）
を
上
手
に
作
ろ
う
と

す
る
努
力
が
な
さ
れ
、
例
え
ば
「
唐
詩
の
名
作

を
お
手
本
に
」
し
た
。
そ
の
方
法
は
興
膳
宏
先

生
の
「
王
昌
齢
の
創
作
論
」(

『
中
国
詩
人
論

　
岡
村
繁
教
授
退
官
記
念
論
集
』
所
収
　
汲
古

書
院
　
一
九
八
六
年
刊)

か
ら
窺
え
、
和
歌
の

創
作
技
法
「
本
歌
取
り
」
の
発
想
に
近
い
と
い

え
る
。
う
ま
く
「
本
歌
取
り
」
が
で
き
た
詩
に

は
作
者
の
機
知
や
思
い
が
、
本
歌
や
本
歌
が
織

り
込
ん
だ
六
朝
詩
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
重
層



四
七

交
　
　
流

的
な
深
い
詩
想
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
作
者
と
本
歌
を
共
有
で
き
て
い
な
い
今
日
で

は
、
そ
れ
と
は
気
づ
か
ず
、
変
な
表
現
の
あ

る
詩
と
さ
れ
が
ち
な
の
で
、
語
句
の
意
味
解
釈

だ
け
で
は
釈
然
と
し
な
い
唐
詩
（
本
歌
取
り
し

て
い
る
詩
）
の
本
歌
を
探
し
、
そ
の
途
中
で
出

会
っ
た
数
多
の
作
品
を
系
譜
と
し
て
整
理
し
、

本
歌
の
背
景
、
お
手
本
に
さ
れ
た
名
作
た
る
所

以
を
紹
介
し
た
。
有
名
な
唐
詩
に
も
言
及
し
て

い
る
の
で
本
書
で
も
う
一
度
読
み
直
し
、
唐
詩

の
面
白
さ
、
魅
力
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。


